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【
市
議
会
議
員
と
し
て
10
年
以
上
在
任
さ

れ
た
人
】

古
田
穰
（
25
年
、
朝
日
）

江
口
壯
（
25
年
、
小
戸
下
組
）

内
藤
勇
（
25
年
、
柄
目
木
）

【
市
の
執
行
機
関
と
し
て
の
委
員
会
の
委
員
も
し

く
は
委
員
と
し
て
10
年
以
上
在
任
さ
れ
た
人
】

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

石
塚
正
樹
（
10
年
、
出
戸
）

【
市
の
非
常
勤
特
別
職
に
10
年
以
上
在
任

さ
れ
た
人
】

●
食
生
活
改
善
推
進
員

萩
原
泰
子
（
13
年
、
中
野
1
）

●
母
子
保
健
推
進
員

金
子
雅
子
（
12
年
、
美
幸
町
2
）

駒
野
ヨ
ネ
子
（
12
年
、
新
町
2
）

宮
闢
好
美
（
12
年
、
程
島
）

五
十
嵐
恵
美
子
（
12
年
、
金
沢
町
1
）

●
青
少
年
指
導
員

佐
々
木
豊
（
10
年
、
善
道
町
1
）

明
間
宏
已
（
10
年
、
東
金
沢
）

稲
垣
学
（
10
年
、
覚
路
津
）

小
川
祐
市
（
10
年
、
古
津
）

土
田
顴
栄
（
10
年
、
大
関
）

山
田
啓
一
（
10
年
、
金
屋
）

木
了
ト
ミ
イ
（
10
年
、
山
谷
町
3
）

南
照
（
10
年
、
山
谷
町
3
）

●
社
会
教
育
委
員

吉
井
秀
行
（
17
年
、
山
谷
町
1
）

鈴
木
孟
（
15
年
、
本
町
2
）

●
ス
ポ
ー
ツ
振
興
審
議
会
委
員

鬼
島
基
伸
（
18
年
、
柄
目
木
）

吉
田
紀
子
（
18
年
、
新
栄
町
）

●
体
育
指
導
委
員

笠
原
譲
（
10
年
、
川
口
）

長
谷
川
貴
美
子
（
11
年
、
東
町
1
）

【
科
学
、
芸
術
、
技
芸
、
教
育
な
ど
文
化

の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
人
】

●
新
津
松
坂
協
会
の
活
動
を
通
じ
、
芸

術
文
化
の
向
上
に
貢
献

小
林
健
二
（
新
津
）

田
中
昌
愛
（
善
道
町
1
）

古
俣
要
吉
（
五
泉
市
）

片
田
秀
男
（
新
潟
市
）

荒
木
正
直
（
南
町
）

細
川
興
英
（
西
古
津
）

坪
谷
雅
一
（
滝
谷
町
）

●
新
津
市
文
芸
協
会
役
員
、
同
会
長
と

し
て
芸
術
文
化
の
向
上
に
貢
献

仙
田
善
雄
（
金
沢
町
4
）

【
保
健
衛
生
ま
た
は
体
育
の
向
上
に
尽
く
し
た
人
】

●
少
年
野
球
の
指
導
者
と
し
て
ス
ポ
ー

ツ
振
興
に
貢
献

鹿
間
務
（
結
）

渡
駑
稔
（
結
）

伊
藤
三
夫
（
こ
が
ね
町
）

平
柳
利
章
（
車
場
3
）

村
上
純
夫
（
中
野
3
）

●
健
康
面
や
安
全
面
か
ら
少
年
野
球
を

支
え
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

石
川
裕
子
（
結
）

●
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
教
室
で
青
少
年
の
指

導
に
あ
た
り
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献

巻
良
助
（
川
根
）

【
道
路
、
河
川
、
公
園
そ
の
他
公
共
的
施
設

の
設
置
ま
た
は
維
持
管
理
に
寄
与
し
た
人
】

●
地
域
内
公
園
の
環
境
美
化
、
維
持
管
理
に
貢
献

酒
井
三
直
（
朝
日
）

●
能
代
分
流
記
念
公
園
の
環
境
美
化
、

維
持
管
理
に
貢
献

草
水
町
農
家
組
合
（
草
水
町
）

●
金
屋
運
動
広
場
の
環
境
美
化
、
維
持

管
理
に
貢
献

風
間
一
二
（
北
）

【
災
害
事
故
、
犯
罪
、
交
通
そ
の
他
社
会

不
安
の
発
生
の
防
止
も
し
く
は
除
去
ま
た

は
人
名
救
助
、財
産
保
護
に
尽
く
し
た
人
】

●
薬
物
乱
用
追
放
運
動
の
中
心
と
し

て
、
薬
物
乱
用
防
止
に
貢
献

澤
田
録
郎
（
大
鹿
）

【
産
業
の
開
発
ま
た
は
振
興
に
尽
く
し
た
人
】

●
伝
統
園
芸
植
物
の
保
存
や
増
殖
な
ど

を
通
じ
、
花
産
業
発
展
に
貢
献

片
岡
充
（
出
戸
）

【
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
く
し
た
人
】

●
新
関
地
区
の
へ
き
地
保
育
所
の
所
長

と
し
て
児
童
福
祉
の
向
上
に
貢
献

中
沢
將
（
六
郷
）

●
小
口
保
育
所
運
営
委
員
と
し
て
児
童

福
祉
の
向
上
に
貢
献

水
谷
清
一
（
小
口
）

●
新
津
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
役

員
と
し
て
障
害
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献

大
田
浩
（
中
村
）

笠
原
三
郎
（
北
上
2
）

●
地
域
に
お
け
る
介
護
予
防
事
業
に
積
極
的

に
取
り
組
み
、
高
齢
者
福
祉
の
向
上
に
貢
献

本
間
三
男
（
市
之
瀬
）

●
民
生
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の

向
上
に
貢
献

堀
口
一
（
車
場
5
）

竹
部
セ
ツ
子
（
金
沢
町
2
）

大
塚
勇
夫
（
朝
日
）

古
田
治
（
川
根
）

【
そ
の
他
市
行
政
に
積
極
的
に
協
力
、援
助
し
た
人
】

●
社
会
福
祉
事
業
に
資
す
る
た
め
多
額
の
寄
付

中
野
ス
イ
（
荻
島
3
）

●
統
計
調
査
員
と
し
て
市
政
の
発
展
に
貢
献

井
上
敏
子
（
本
町
4
）

●
地
方
自
治
の
高
揚
と
発
展
に
貢
献

川
田
喜
一
郎
（
塩
谷
）

鷲
尾
三
昭
（
車
場
5
）

樋
口
三
次
郎
（
新
町
3
）

井
浦
由
夫
（
秋
葉
1
）

【
技
能
職
業
を
通
じ
て
顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
人
】

●
建
築
大
工

青
木
新
一
（
東
町
1
）

松
澤

夫
（
吉
岡
町
）

渡
辺
勝
（
蕨
曽
根
）

土
田
茂
夫
（
大
関
）

鈴
木
和
夫
（
小
屋
場
）

鐡
田
榮
吉
（
大
関
）

●
美
容
師

吉
田
輝
代
（
本
町
2
）

骭
澤
邦
子
（
田
家
2
）

田
中
勝
子
（
出
戸
）

●
理
容
師

石
口
怜
（
本
町
2
）

●
時
計
修
理
技
術
職

闍
橋
征
治
（
本
町
4
）

●
写
真
業

坂
詰
金
治
郎
（
草
水
町
2
）

●
家
庭
電
気
販
売
修
理
業

原
山
淳
（
本
町
4
）

笠
原
三
郎
（
北
上
2
）

古
俣
豊
作
（
下
興
野
町
）

十
一
月
二
十
三
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
「
市
ほ
う
賞

式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
育
、
文
化
、
保
健
衛
生
の
向
上

に
尽
く
さ
れ
た
方
や
優
れ
た
技
術
で
社
会
に
貢
献
さ
れ
た
方

な
ど
、
次
の
七
十
二
名
、
一
団
体
の
方
々
が
「
ほ
う
賞
」
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
・
順
不
同
）。

市ほう賞式
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新
津
市
議
会
議
長大

泉
　
弘

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。昨

年
は
、
七
・
一
三
水
害
や
度
重
な
る
台

風
の
襲
来
、
そ
し
て
中
越
地
震
で
は
三
兆
円

近
い
甚
大
な
被
害
と
多
く
の
尊
い
人
命
が
失

わ
れ
る
未
曾
有
の
大
惨
事
に
見
舞
わ
れ
、
自

然
の
猛
威
の
前
に
人
間
の
限
界
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
助
け
合
い
な
が
ら

懸
命
に
復
興
に
向
け
て
頑
張
っ
て

お
ら
れ
る
被
災
者
の
皆
さ
ま
の
姿

を
見
る
と
き
、
胸
に
熱
い
も
の
が

込
み
上
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
と
一
日

も
早
い
復
興
を
、
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

一
方
、
ア
テ
ネ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
が
開
催
さ
れ
、
日
本
人
選
手
の

活
躍
に
国
中
が
感
動
に
包
ま
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
紀
宮
様
の
ご
婚
約

発
表
が
な
さ
れ
、
宮
様
の
笑
顔
で

中
越
地
震
の
被
災
地
に
明
る
さ
を
、

そ
し
て
す
べ
て
の
国
民
に
元
気
を

与
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ

り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
新
津
市
は
三
月
二
十
一
日
に
新
潟

市
と
合
併
し
ま
す
。
五
十
四
年
に
及
ぶ
新
津

市
の
歴
史
が
閉
じ
ら
れ
る
こ
と
に
一
抹
の
寂

し
さ
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

新
・
新
潟
市
の
中
枢
と
し
て
、
新
津
地
域
は

一
層
の
発
展
と
市
民
福
祉
の
向
上
が
図
ら
れ

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

合
併
は
目
標
で
は
な
く
、
将
来
の
ま
ち
づ

く
り
へ
の
通
過
点
で
あ
り
ま
す
。
日
本
海
側

の
中
核
拠
点
と
な
る
田
園
型
政
令
指
定
都

市
・
新
潟
に
お
い
て
、
新
津
地
域
は
阿
賀
野

川
や
信
濃
川
、
そ
し
て
緑
豊
か
な
丘

陵
と
優
良
農
地
と
い
っ
た
自
然
環
境

や
、
交
通
の
利
便
性
に
恵
ま
れ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
の
研
究
を
基
に
し
た
、
農
地

の
有
効
活
用
や
安
全
・
安
心
な
食
料

供
給
、花
き
花
木
産
業
の
振
興
な
ど
、

地
場
産
業
の
育
成
が
期
待
さ
れ
る
、

最
も
輝
く
素
地
を
持
つ
地
域
で
す
。

本
年
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
の

下
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
地

方
の
自
立
と
自
己
責
任
が
今
以
上
に

求
め
ら
れ
て
き
ま
す
が
、
合
併
を
契

機
に
市
民
一
人
ひ
と
り
が
新
津
地
域

の
将
来
像
を
共
に
考
え
、
市
民
と
行

政
、
議
会
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
む
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
。

輝
く
素
地
を
磨
き
上
げ
、
今
ま
で
培
っ
た

伝
統
文
化
と
新
た
な
地
域
資
源
を
融
合
さ
せ

て
、
新
し
い
新
津
が
、
そ
し
て
新
・
新
潟
市

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
都
市
に
な
れ
ば
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

皆
さ
ま
か
ら
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新しい新津の
まちづくりに向けて

こ
れ
か
ら
は
、
新
津
市
民
が
明
確
な
形
で

示
し
た
将
来
の
進
む
べ
き
方
向
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
全
力
を
尽
く
し
て
、
更
な
る
発

展
に
向
け
た
道
筋
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
二
年
後
に
は
、
約

八
十
万
人
を
擁
す
る
政
令
指
定
都
市
が
実
現

す
る
と
思
い
ま
す
。
合
併
も
政
令
指
定
都
市

移
行
も
、
そ
の
最
終
的
な
目
標
は
行
政
シ
ス

テ
ム
を
効
率
化
し
、
産
業
を
発
展
さ
せ
、
市

民
の
満
足
度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
こ

の
八
十
万
市
民
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
培

っ
て
き
た
特
色
を
自
分
た
ち
の
宝
と
し
て
共

有
し
、
全
国
に
発
信
す
る
こ
と
に

な
れ
ば
、
政
令
指
定
都
市
の
持
つ

イ
メ
ー
ジ
と
掛
け
合
わ
さ
っ
て
大

き
な
効
果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。

新
津
市
に
は
、
こ
れ
ま
で
築
い

て
き
た
歴
史
や
文
化
、
産
業
に
加

え
て
、
こ
の
大
震
災
で
も
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
の
力
が
あ
り
、
そ
し
て
幅
広
く

産
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
と
注
目

さ
れ
る
バ
イ
オ
研
究
の
基
盤
が
つ

く
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
新
津
の
光
を
新
し
い
枠
組
み

の
中
で
必
ず
輝
か
す
こ
と
が
で
き

る
も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
皆
様
と
一
緒
に
積
極
的
に
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ

れ
ま
で
と
同
様
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
平
成
十
七
年
の
新
春
に
あ
た
り
、
皆
様

の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。昨

年
は
、
七
月
に
大
水
害
が
、

そ
し
て
十
月
に
は
突
然
の
大
地
震

が
中
越
地
方
を
襲
い
、
か
つ
て
な

い
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
亡

く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
心

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
多
く
の
皆
様

に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
私
が
市
政
を
担
当
い
た

し
ま
し
た
期
間
は
、
ち
ょ
う
ど
新

津
市
第
三
次
総
合
開
発
計
画
の
後

期
基
本
計
画
期
間
と
重
な
り
ま
す
。

市
制
施
行
五
十
周
年
の
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
の
基
本
計
画
は
、

市
政
運
営
の
最
も
基
本
的
な
指
針
と
し
て
策

定
さ
れ
た
も
の
で
す
。
微
力
な
が
ら
、
計
画

の
実
現
に
力
を
注
い
で
ま
い
り
ま
し
た
が
、

主
な
都
市
基
盤
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
お
む

ね
整
備
が
終
了
し
、
あ
る
い
は
見
通
し
が
つ

い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
津
市
長

湯
田
　
幸
永

大きな飛躍を
市民とともに


